
今
囘
よ
り
解
説
は
文
語
に
て
記
す
こ
と
と
せ
む
（
但
し
詩
の
大
意
は
口
語
）。
白
樂
天
の
仕
へ
た
る
憲

宗
皇
帝
の
、
國
の
財
政
を
慮
り
、
離
宮
へ
の
行
幸
を
控
ふ
る
を
稱
揚
す
る
詩
な
り
。

お
も
ん
ぱ
か

驪
宮
高

驪
宮
高
し

り
き
ゆ
う

美
天
子
重
惜
人
之
財
力
也

天
子
が
人
の
財
力
を
重
惜
す
る
を
美
む
る
也

ち
よ
う
せ
き

ほ

高
高
驪
山
上
有
宮

高
高
た
る
驪
山

上
に
宮
有
り

朱
樓
紫
殿
三
四
重

朱
樓
紫
殿

三
四
重

遲
遲
兮
春
日

玉
甃
暖
兮
温
泉
溢

遲
遲
た
る
春
日
に
玉

甃
暖
か
に
温
泉
溢
る

ぎ
よ
く
し
う

嫋
嫋
兮
秋
風

山
蝉
鳴
兮
宮
樹
紅

嫋
嫋
た
る
秋
風
に
山
蝉
鳴
き
て
宮
樹
紅
な
り

翠
華
不
來
歳
月
久

翠
華
來
ら
ず
歳
月
久
し

牆
有
衣
兮
瓦
有
松

牆
に
衣
有
り
瓦
に
松
有
り

し
や
う
こ
け

し
よ
う

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

吾
君
不
遊
有
深
意

吾
が
君
遊
ば
ざ
る
は
深
意
有
り

一
人
出
兮
不
容
易

一
人
出
づ
る
こ
と
容
易
な
ら
ず

六
宮
從
兮
百
司
備

六
宮
從
ひ
百
司
備
は
る

八
十
一
車
千
萬
騎

八
十
一
車

千
萬
騎

朝
有
宴
飫
暮
有
賜

朝
に
宴
飫
有
り
暮
に
賜
有
り

あ
し
た
え
ん
よ

ゆ
ふ
べ

中
人
之
産
數
百
家

中
人
の
産

數
百
家

未
足
充
君
一
日
費

未
だ
君
が
一
日
の
費
に
充
つ
る
に
足
ら
ず

吾
君
修
己
人
不
知

吾
が
君
己
れ
を
修
む
る
も
人
知
ら
ず

不
自
逸
兮
不
自
嬉

自
か
ら
逸
せ
ず
自
か
ら
嬉
せ
ず

吾
君
愛
人
人
不
識

吾
が
君
人
を
愛
す
る
も
人
識
ら
ず

不
傷
財
兮
不
傷
力

財
を
傷
は
ず
力
を
傷
は
ず

そ
こ
な

驪
宮
高
兮
高
入
雲

驪
宮
高
し
高
く
し
て
雲
に
入
る

君
之
來
兮
爲
一
身

君
の
來
る
は
一
身
の
爲
な
り

君
之
不
來
爲
萬
人

君
の
來
ら
ざ
る
は
萬
人
の
爲
な
り

（
大
意
）
高
い
驪
山
、
そ
の
上
に
離
宮
が
あ
り
、
朱
の
樓
閣
と
紫
の
宮
殿
が
三
層
四
層
に
重
な
る
。
暮

れ
る
の
が
遲
い
春
の
日
、
玉
の
敷
瓦
は
暖
ま
り
温
泉
が
溢
れ
る
。
柔
ら
か
に
秋
風
が
吹
い
て
、
山
の
蝉
が

鳴
い
て
離
宮
の
樹
は
紅
葉
す
る
。
吾
が
憲
宗
皇
帝
が
離
宮
に
お
い
で
に
な
ら
な
い
の
は
深
い
意
圖
を
お
持

ち
に
な
っ
て
居
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
皇
帝
お
一
人
の
御
行
樂
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
六
宮
の
女
官

た
ち
が
隨
從
し
、
百
官
も
皆
揃
ふ
。
八
十
一
の
車
が
並
び
、
千
萬
騎
の
武
人
が
從
ひ
、
朝
か
ら
盛
大
な
宴

會
、
晩
に
は
皇
帝
か
ら
の
御
前
下
賜
品
が
出
る
。
中
ほ
ど
の
人
數
百
家
の
資
産
で
も
、
皇
帝
の
一
日
の
御

行
樂
の
費
用
に
充
當
す
る
に
足
り
な
い
。
吾
が
君
が
御
自
ら
自
制
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
に
人
は
知
ら
な

一

白
氏
文
集

十
六

驪
宮
高

加
藤
淳
平



い
。
御
自
ら
は
安
逸
を
追
求
な
さ
っ
た
り
、
行
樂
を
喜
ん
だ
り
は
な
さ
ら
な
い
。
吾
が
君
が
民
を
愛
し
て

居
ら
れ
る
の
に
人
は
存
じ
上
げ
な
い
。
國
の
財
産
を
蕩
盡
な
さ
っ
た
り
、
國
の
力
を
弱
め
た
り
さ
れ
な
い
。

驪
山
の
離
宮
は
高
く
、
雲
が
懸
か
る
ほ
ど
で
あ
る
。
皇
帝
が
こ
の
離
宮
に
お
い
で
に
な
る
の
は
、
一
身
の

御
遊
樂
の
爲
で
あ
り
、
お
い
で
に
な
ら
な
い
の
は
萬
人
の
爲
で
あ
る
。

（
平
成
二
十
九
年
三
月
十
五
日
受
附
）

二


